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　会場入り口すぐに、宮永愛子の作品《ポスト —— 景色》(2010) がある。南京
錠が付いた 40個の緑色の郵便ポストのうち、扉が開かれた9個の郵便ポストには、
半透明のナフタリンで型取られて封じ込められた鍵が置かれて、真下から白い





























11 月 18 日のニューヨーク・タイムズ紙の一面が貼られている。私たちはそれを
見ると、その日何があったかを知ることができる。例えば、紙面の大見出しは




再び思い起こさせる。新聞紙は、私たちが 1987 年 11 月 18 日のことを思い出す、
あるいは想像するきっかけとなる。この、作品から私たちに差し伸ばされた手に
よって、「Nov.18,1987」というキャンバスの英数字は、単なる文字ではなく、情






















る。それは、作品《機 (Ki)》(1985) の両側に展示される田嶋悦子の作品《cornucopia 
99- Ⅰ》(1999)、《cornucopia 99-X Ⅰ》(1999) である。両作品《cornucopia 99- Ⅰ》(1999)










































また、展示された写真の画面右下には、それぞれ「1970 4 22 627 35」、「1970 4 22 














(1969/2006) がある。全 10 点のパネルからなるこの写真作品は、画面手前から画
面後方にかけて地面に板が敷かれ、その上にドライアイスが置かれ、時刻とドラ
イアイスの重量の数字が写される。これは、ドライアイスの昇華を記録したもの
である。なかでも、会場の出入り口から数えて 8 点目の写真は、100kg から 84kg
までのドライアイスの昇華の経過である。まさに画面は、84kg のドライアイスの、
角砂糖を大きくしたような塊が昇華している最中のものだ。同一画面には、置い


















　会場では、藤本由紀夫の作品《EARS WITH CHAIR(on the wall)》（1990/1993）
をめぐって、見ず知らずの人たちに交流が起きた。本作では、壁に掛かった左右
二本のパイプの間に椅子が置いてある。私たちは、椅子に座り、耳の辺りにちょ
うど触れる位の高さにあるパイプの音を聞く。このとき、パイプから聞こえる音
は、私たち皆が同じものではない。なぜなら、状況で音が変わるからである。静
かな会場で座っているときは、微かな低音だけで目立った音は聞こえてこない。
だが、係員がパイプの末端に立ち、拍手するようにパンパンと音を鳴らすとき、
パイプからの音は、パチッパチという音になる。加えて、児童はパイプの先に耳
が届かない。そこで、周りの人が、会場のソファにあったクッションを児童に渡
した。また、音が聞こえてこないという人には、係員や同伴者がパイプの先で音
をつくっていた。このように、本作は、置かれる場所によってパイプから聞こえ
る音を変える。本展の会場は、美術館のため静かであり、パイプからの音は小さ
かった。しかし、第三者の、パイプの先での動作にしたがい、音が大きく高音に
なったことから、他の人がやってきて動作をすれば異なる音になる。作品が騒が
しいところに置かれれば、音も変わる。また、本作は、音を聞くものから聴くも
のへ移すものだといえる。私たちは、パイプから音が聞こえないとき、音がきこ
えるためにはどうしたらいいか思案し、行動する。つまり、腰を浮かせたり、座
り方を変えることで音を得ようとするし、第三者のために協力する立場にもなる。
本作をめぐる私たちの行為は、私たちのなかで知覚に対する意識がうつろったと
いえる。本作は、音が聞こえることから音を聴くことへ、音がやってくるものか
ら私たちが捕まえるものへと反転させる。そして、主客転倒のあいだに、来場者
同士の関わり合いを生み出すのである。
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　このように、本展は、多様なうつろいのあり方を私たちに伝える。本展で生ま
れるうつろいは、作家の気づいた変化、作家の手を離れて作品が表わす変化、訪
れる私たちの変化という枠を超えて、時と空間、心、ものを伴いながら、それぞ
れに寄り添い、離れ、また新たに生まれていく。そして、私たちはうつろいのな
かに身を置いていることが引き出されるのである。
